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◆ 所長からのメッセージ ◆ 

アルコールの体内代謝物質アセトアルデヒドの健康影響と労働災害 

大分産業保健推進センター所長 三角 順一 

 

今年も残すところ３週間余りとなり、何かと慌ただしい気分となって参りました。 

皆様には、お変わりなくご活躍のこととお喜び申し上げます。 

さて、１２月と言えば忘年会のシ―ズンです。最近、飲み放題の店で宴会が行われることも少なくありませ

ん。折角、会費を納めたので元を取り戻さなければと言う心理状態に置かれつい飲み過ぎてしまいがちで

す。 

平成２１年４月のメルマガ５２号で、アルコールの代謝・分解スピードと翌日の労働についてお話いたしまし

た。その中で、一般的に日本人の１時間当たりのアルコールの代謝スピードは、７グラムであること、従って、

ビール大瓶２本と焼酎をロックで４杯（約２合）飲むとアルコールが完全に分解されるのに２０時間要すること

になり、午後１０時まで飲んでいて朝７時に出勤したと仮定すると、体内には、まだアルコールが残っており、

酒気帯び状態である可能性が、高いことなどをお話いたしました。 

今回、飲酒の私たちの体への影響は、アルコールそのものの中枢神経影響のみならず、その代謝物質ア

セトアルデヒドや蟻酸等が、様々な臓器に対して有害作用を持っていること、その影響は、アルコールよりも

っと長い時間私たちの体に影響を与えていることを知らなければなりません。 

また、アルコールの中間代謝物質である酢酸は、ＴＣＡ回路（グルコース分解回路）に入り最終的には、水

と炭酸ガスとなります。この代謝過程ではエネルギー物質ＡＴＰを産生する。この回路に入らずに脂肪酸とな

るものもあり、過剰な脂肪酸は肝臓に蓄積すると脂肪肝となる。肝臓が、アルコールをアセトアルデヒドを介

して酢酸にまで分解するのに約６時間かかるといわれており、蟻酸、水と炭酸ガスまで分解されるにはもっと

長い時間を要する。この代謝過程と競合する物質が体内にあるとさらに長い時間、恐らく、１０時間又はそれ

以上を要するのではないかと推測される。 

アセトアルデヒドの影響：アセトアルデヒドは、極めて反応性の高い物質で血液中の各種タンパク質、アル
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ブミン、グロブリンやＤＮＡ、脂質などとも結合する。大量に飲酒するとアセトアルデヒドは、生殖器や胎児の

細胞のＤＮＡと都合して胎児の発育に障害を起こすことも知られている。詳細に述べる紙面がないが、飲み

すぎると睡眠が浅くなる、二日酔いで、翌日頭が痛い、頭が重たい、ボーツとして集中力が無くなることなどこ

れまでに経験したことがあると思いますが、これらは、すべてアセトアルデヒドや蟻酸等の有害影響の結果で

す。ビタミンＢ１，Ｂ２、Ｂ６、ビタミンＣなどの栄養素やタンパク質及びグルコースが欠乏すると悪酔いし、翌日

の仕事に影響を及ぼすことになりかねません。 

睡眠不足、二日酔い、集中力の低下及び体調不良は、交通事故、墜落、転落及びけがの原因となること

が考えられます。くれぐれも飲み過ぎに注意して頂きたいと思います。 

新しい年が、皆様にとりまして希望に満ちた明るい良い年であるようお祈り致します。 

 

◆◇+‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥+◇◆ 

◆ ＴＯＰＩＣＳ ◆ 

・「事業場における産業保健活動の拡充に関する検討会」の報告書取りまとめ 

http://wwwhaisin.mhlw.go.jp/mhlw/C/?c=157899 

・平成２１年度石綿ばく露作業による労災認定等事業場の公表について 

～公表事業場数 999 事業場、うち新規公表事業場数 787 事業場～ 

http://wwwhaisin.mhlw.go.jp/mhlw/C/?c=157943 

・平成 21 年度石綿による健康被害に関する給付の請求・決定状況（確定値） 

http://wwwhaisin.mhlw.go.jp/mhlw/C/?c=157945 

 

◆◇+‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥+◇◆ 

◆ お知らせ ◆ 

当センターでは産業保健に関する様々な問題について各分野（産業医学、保健指導、労働衛生工学等）

の専門相談員が、当センターの窓口・電話・ＦＡＸ・Ｅメール等でご相談に応じます。 

 

 

 

 

また、職場巡視等の実践的活動については、相談員が現地に出向いて、具体的方法を助言いたします。 

相談内容等の秘密は厳守し、原則無料でご利用いただけます。 

 

◆◇+‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥+◇◆ 

◆ 相談員の窓 ◆ 

事務所の環境管理対策について 

基幹相談員 田口 信康 

 

事務所の環境管理の対象は主に粉じん、一酸化炭素、二酸化炭素、温度・湿度、照度になるでしょう。中

でも特に問題となるのは湿度、二酸化炭素、照度です。 

先ずは湿度。基準の範囲は４０～７０％となっています。一般の事務所では季節によって大きく左右されま

す。特に冬季は乾燥した外気の影響を受け４０％以下になる箇所が多くみられます。対策として加湿を行な

いますが、小型の加湿器は数を多くしないと効果がありません。今では市販の加湿器の種類も多くなりまし

た。インフルエンザ対策も考慮し加湿を試みてください。 

次に二酸化炭素ですが、事務所の場合、一般的に１０００ｐｐｍの基準を使用して評価しますが、最近では

外気の二酸化炭素濃度が以前に比べ高くなっている影響で、設計当初の換気回数では基準値以下に維持

 
窓口・電話受付時間・・・・・９時～１７時 

ＦＡＸ・メール受付時間・・・２４時間 
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する事が不可能になってきている箇所も見受けられます。対策として部屋の換気回数を多くする必要があり

ます。また、１０時、１５時くらいに５分から１０分間窓を全開し換気を行うと基準値内を維持することが可能で

す。 

３つ目は照度です。いまでは一般事務作業とパソコンを使用した作業（ＶＤＴ作業）が混在しています。パソ

コンの画面照度が高過ぎたり、低過ぎたりすると目の疲れから始まり、肩・首のこりに繋がり作業能率も落ち

てきます。一般事務作業の照度は７５０～１０００ルクス必要ですが、この照度レベルはＶＤＴ作業では明る過

ぎる状態です。特に画面照度は５００ルクスを超えてしまう結果となります。従って、照度を一般事務作業に

合わせるとＶＤＴ作業における照度が高くなり、ＶＤＴ作業の照度範囲に入るようにすると一般事務作業の照

度が暗くなる、というような矛盾が生じているのが事務所の現状です。対策として、机の配置から考える必要

があります。窓を背にせず横向きに机を配置するか、窓のブラインドを調整して照度が高くならないようにす

る必要があります。また、パソコンの画面を立てたり、画面上部に板を設けて天井の蛍光灯の光が当たらな

いようにする等対策が必要です。 

以上、事務所の問題点等を記述しました。心当たりがあれば改善して頂きたいと思います。そうする事で

職場内に何らかの変化が生まれることも期待できます。また、それを実現するのは従業員の皆さんです。そ

の従業員の皆さんが労働衛生を理解し、認識しなければ維持できません。特にパソコンの照度の管理は本

人が認識しなければ改善が不可能です。そのためにも教育・指導を継続して実施し、少しづつでも認識を深

めて頂きたいと思います。 

 

◆◇+‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥+◇◆ 

◆  研修・セミナーのご案内 （１２月・ １月） 

 日時・会場は変更する場合がございます。 

 変更はホームページに掲載いたしますので、ご確認下さい。 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

■産業医研修 

時間：１８：３０～２０：３０                       

会場：大分産業保健推進センター 会議室                 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

１月１８日（火）第 ２３ 回 

「 職場とＨＩＶ／ＡＩＤＳ 」   細川 隆文（ 細川内科クリニック 院長 ） 

 

産業医研修のページ 

http://www.oita-sanpo.jp/New/study/h22_doctor.pdf 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

■衛生管理者等研修 

時間：１４：００～１６：００ 

会場：大分産業保健推進センター 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

１月２５日（火）第 ２１ 回 

「 自殺予防と事後対策 」 

影山 隆之 （ 大分県立看護科学大学 専門看護学講座精神看護学 教授 ） 

 

衛生管理者・安全衛生担当者・事業主等研修（看護職含む）のページ  

http://www.oita-sanpo.jp/New/study/h22_eisei.pdf 
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∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

■カウンセリング研修 

時間：１８：３０～２０：３０ 

会場：※会場変更 アイネス ２階 大会議室 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

１２月１４日（火）第 ９ 回 

「 積極的傾聴のグループワーク 」 

渡嘉敷 新典 （ シニア産業カウンセラー ） 

佐用  槙子 （ 産業カウンセラー ） 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

■カウンセリング研修 

時間：１８：３０～２０：３０ 

会場：大分産業保健推進センター 会議室 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

１月１１日（火）第 １０ 回 

「 事例検討（うつ病） 」 

渡嘉敷 新典 （ シニア産業カウンセラー ）    

 

カウンセリング研修のページ 

http://www.oita-sanpo.jp/New/study/h22_cau.pdf 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

■自殺予防研修 

時間：１８：３０～２０：３０  

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

★会場：大分産業保健推進センター 会議室 

１２月１５日（水）第 ３ 回 

シリーズ３「自殺を考えている人の話の聴き方とその後の対応(代表者体験学習)」 

渡嘉敷 新典 （ シニア産業カウンセラー ） 

佐用  槙子 （ 産業カウンセラー ） 

 

自殺予防研修のページ 

http://www.oita-sanpo.jp/New/study/h22_jisastu.pdf 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

■全職種対象研修 

時間：１４：００～１６：００ 

会場：大分産業保健推進センター 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

１２月１５日（水）第 １ 回 

「 人間関係の改善のためにⅠ 」～自分を知って、自分を変える～ 

田吹 好美 （ 翔労働衛生コンサルタント事務所 所長 ） 

 

全職種対象研修のページ  

http://www.oita-sanpo.jp/New/study/h22_all.pdf 
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∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

■産業保健セミナー 

時間：１４：００～１６：００ 

会場：日田市医師会 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

１月２０日（木）第 ４ 回 

「 ストレスと健康 」   三角 順一 （ 大分産業保健推進センタ― 所長 ） 

 

産業保健セミナ―のページ 

http://www.oita-sanpo.jp/New/study/h22_semi.pdf 

 

受講お申し込みはこちらからどうぞ 

http://www.oita-sanpo.jp/mail/kenshu.cgi 

◆◇+‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥+◇◆ 

※メールアドレスの変更、配信停止、ご意見・ご感想は、info@oita-sanpo.jp までお願い致しております。 

皆様のご意見をお待ち致しております。 

今月も最後までお読みいただきまして、ありがとうございました。 
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Oita Occupational Health Promotion Center 

独立行政法人 労働者健康福祉機構 

大分産業保健推進センター 

〒８７０－００４６ 

大分市荷揚町３番１号 第百・みらい信金ビル７階 

TEL：０９７-５７３-８０７０ FAX：０９７-５７３-８０７４ 

http://www.oita-sanpo.jp/ ／ E-mail: info@oita-sanpo.jp 
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